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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黒
、
白
。
【
短
編
編
?
】

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
３
３
Ｓ

【
作
者
名
】

　
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｏ
ｍ
ｙ

【
あ
ら
す
じ
】

　
絶
無
は
何
も
司
ら
な
い
神
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
　
彼
は
人
を
改
心
さ

ゼ
ロ

せ
る
た
め
に
―
―
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苛
立
た
し
い
。

ム
カ
ツ
ク
。

こ
の
憂
さ
を
晴
ら
す
た
め
、
私
は
部
下
を
叩
い
て
ク
ビ
に
し
て
き
た
。

一
番
の
至
福
だ
。

そ
ん
な
時
私
は
。

一
本
の
小
さ
な
光
を
見
た
。

神
か
ら
の
思
し
召
し
？

日
頃
の
何
か
か
・
・
・
・
・
・
・

そ
の
光
を
抜
け
、
進
む
と
。

『
こ
ん
に
ち
は
！
』

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

元
気
な
女
の
子
の
よ
う
な
少
年
が
い
た
。

『
こ
れ
か
ら
、
お
じ
さ
ん
に
す
っ
ば
ら
し
い
ー
世
界
を
見
せ
ち
ゃ
う
ね
』

「
素
晴
ら
し
い
？
元
に
帰
せ
！
」

『
問
答
無
用
！
』

そ
う
言
う
と
、
ガ
キ
は
消
え
、
一
面
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

そ
こ
は
。

い
つ
も
の
会
社
。

「
な
ん
だ
、
帰
し
て
く
れ
た
の
か
」

キ
ャ
ア
ア
ア
、
と
歓
声
。
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私
の
デ
ス
ク
の
方
か
ら
だ
。

こ
れ
は
―
―

い
じ
め
な
ん
て
な
く
。

今
の
私
な
ん
て
全
否
定
。

普
通
の
。
仲
の
良
い
会
社
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

そ
う
、
例
え
る
な
ら
ま
っ
さ
ら
な
雪
。

そ
こ
に
。

私
が
。

大
変
だ
。

こ
れ
は
、
“
雪
の
上
”
に
“
悪
魔
”
が
降
り
立
っ
た
よ
う
な
・
・
・
・
・

ま
っ
さ
ら
な
雪
は
、
悪
魔
に
よ
り
白
さ
を
失
っ
た
。

へ
い
わ

『
ど
ー
だ
っ
た
？
』

「
ど
、
ど
う
っ
て
」

『
自
分
な
ん
か
い
ら
な
い
っ
て
思
っ
た
？
』

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

『
戯
言
だ
よ
。
　
じ
ゃ
、
次
い
こ
っ
か
』

「
ま
、
ま
て
！
家
に
返
せ
！
！
」

今
度
は
。

私
が
ひ
ど
く
な
り
、
さ
ら
に
は
部
長
ま
で
も
い
じ
め
に
参
加
す
る
と
い
う
世
界
。

「
こ
れ
は
、
ひ
ど
い
」

だ
が
、
そ
こ
に
。

救
い
の
手
が
。
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暗
闇
に
光
が
さ
し
た
の
だ
。

「
こ
れ
で
平
和
じ
ゃ
な
い
か
」

『
そ
ー
い
う
の
、
偏
見
ー
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。

　
僕
の
一
番
嫌
い
な
タ
イ
プ
！
』

「
あ
ぁ
ん
？
」

こ
い
つ
、
い
つ
の
ま
に
？

『
救
い
の
手
も
い
つ
か
は
い
じ
め
の
標
的
へ
と
変
わ
る
。

　
そ
れ
が
社
会
だ
、
違
わ
な
い
か
な
？
』

「
残
酷
、
だ
な
」

そ
の
一
言
に
少
年
は
酷
く
苛
立
ち
を
覚
え
た
ら
し
く
、

こ
ち
ら
を
に
ら
み
つ
つ
続
け
た
。

最
後
は
灰
色
の
世
界
だ
と
い
う
。

私
は
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
少
年
を
背
に
進
ん
だ
。

『
ど
ー
だ
っ
た
？
全
部
の
世
界
見
て
』

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

『
ま
だ
難
し
い
か
ぁ
』

「
俺
で
も
、
改
心
、
で
き
―
―
」

『
無
理
』

「
！
？
」

『
無
理
無
理
駄
目
駄
目
絶
対
不
可
能
。
は
っ
き
り
言
う
？
事
実
行
っ
ち
ゃ
う
？

逝
っ
ち
ゃ
う
？
言
っ
ち
ゃ
う
？
云
っ
ち
ゃ
う
？
』

「
な
っ
―
―
！
？
」
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『
あ
な
た
は
―
―
―
―
―
―
』

足
元
が
闇
に
な
っ
て
い
く
。

体
が
冷
え
る
。

寒
い
、
誰
か
、
助
け
て
。

『
―
―
―
―
で
す
よ
』

な
ん
て
、
い
っ
た
・
・
・
・
？

誰
か
！

誰
か
！
！

『
そ
う
や
っ
て
地
獄
で
も
足
掻
く
と
い
い
よ
』

「
助
け
っ
！
」

『
足
掻
い
た
と
こ
ろ
で
君
は
救
わ
れ
な
い
。

　
ず
っ
と
。
一
生
。
永
遠
に
。
永
久
に
。
』

「
い
や
・
・
・
だ
！
た
す
・
・
・
・
・
・
け
て
・
・
・
・
く
・
・
・
・
れ
」

『
命
乞
い
？
ご
め
ん
ね
、
そ
れ
は
矛
盾
に
言
っ
て
く
れ
る
か
な
？

ア
ン
チ
ノ
ミ
ー

　
僕
は
規
格
外
だ
よ
』

も
う
首
ま
で
闇
が
染
ま
る
。

『
さ
よ
な
ら
』

ド
ブ
ン
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『
あ
な
た
は
―
―
も
う
既
に
死
ん
で
る
ん
で
す
よ
（
笑
）
』
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（
後
書
き
）

ゼ
ロ
ち
ゃ
ん
最
強
説



8

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

黒、白。【短編編?】
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